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釧路都心部の「にぎわいの場づくり」を検討するための社会実験の実施について【中間報告】

１． 社会実験の目的
　市は、駅周辺や北大通周辺の「にぎわい創出」に向け、 歩いて楽しめる公共空間の形成   を
推進しようとしており、そのための社会実験を企画した。
　この社会実験は、「にぎわい創出」の土台となる場  (広場や道路等の公共空間)  をどのように
つくり変えて行けばよいか検討を具体化していくために、現状の公共空間の中で、利活用に係る
実験的な取組を実施し、その効果を検証することを目的としている。
　また、自動車での移動を中心とした生活を送られている多くの市民の皆様にとって、ウォーカ
ブルなまちづくりは「馴染みが薄い」ものと考えられることから、このたびの社会実験をきっかけ
に、理解を深めていただくことも目的としている。
　なお、この社会実験は、来年度以降も継続して実施する予定。今年度の実験結果を踏まえ、内
容を拡充すると共に、市民理解のさらなる促進につなげていきたいと考えている。

ウォーカブルなまちづくり

２． 社会実験の進め方

　○将来のまちづくりの担い手候補となる 市民の皆さんが主体 となって社会実験の企画や
　　運営を行うプロセスを検討し、市は後方支援を行う体制を基本として進める。

　○令和５年度に市が開催した市民ワークショップの参加者、RINK釧路まちづくりラボやくしラ
　　ボ及び地域で活動・活躍されている方々など、都心部のまちづくりの担い手候補となる意欲
　　のある方々を対象として、  ワークショップ形式  により社会実験の企画内容を検討してい
　　ただく。

　○社会実験の企画内容が固まった段階で、参加者の
　　有志による   実行委員会   を立ち上げ、この実行
　　委員会を主催者として社会実験を実施する。

2024年度  (令和６年度)  のアプローチ

社会実験の企画をみんなで作ってみる!!　　社会実験の企画をみんなでカタチにする!!
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４． ワークショップのメンバー  

中心市街地活性化研究会

(居心地が良く人々が集う
      空間デザインを考えるWS)

RINK釧路まちづくりラボ

くしラボ　(大学生)
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３． 全体スケジュール
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運営マニュアル作成

出店候補者等
社会実験出店交渉
外部団体巻き込み
出 店 交 渉

第１回 ワークショップ

第１回　実行委員会

第２回　実行委員会

社会実験のコンセプト・テーマを議論する。どんな場にしていきたいか、どんな人に使ってもらいたいか   など

対象とするエリアに、どのような場・空間をつくるかを議論する。実行委員会の立ち上げ   など

コンセプトやテーマに沿って、社会実験当日の内容や出店者、会場構成などを確認する。

社会実験当日に向けて実行委員会のメンバーで当日の役割などを確認する。

※全体スケジュールについては、議論の進捗状況等により変更する場合もある。

７月23日
   開    催

※Ｒ5ワークショップメンバーには、参加の有無にかかわらず内容を報告し、ご意見をいただく
　こととしている。

都心部市街地整備特別委員会  報告事項１  説明資料

８月22日
   開    催
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釧路都心部の「にぎわいの場づくり」を検討するための社会実験の実施について【中間報告】

５． 第１回ワークショップの開催概要


